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不幸を見る目（ヨハネ9：1-7）
　
だれも不幸になりたいと望んでいる人はいないでしょう。しかし、その願いとは裏腹に、願ってもいない様々な不幸を経験して生きるものが人生ではないでしょうか。願ってもいないのに、ある人は生まれて見たら障害を抱えて生まれる場合もあります。先天性○○という病名が付きますが、そういうときに、生まれた人はまだ意識がないので、その両親が、特にお母さんが「私のせいだ」と子どもを愛する愛情のゆえに頑張るのですが、何かを背負って生きるというお話をよく聞いています。ときには、恵まれた環境で生まれ、順調に育っていたのにもかかわらず、事故に遭って人生が一変してしまうケースもあります。あるいは、まだ自分の意志でなにかをどうのこうのできないような幼い頃に、両親に虐待されたり、両親が変な病を患うことによって、そういう環境を自分でも煩うしかない子どももいます。その他にも様々な不幸の形があると思います。それを避けて通れるようになれば一番いいでしょうが、そういうわけにはいかないものです。問題は、そのような不幸をどのように見て、どのように受け止めるかによって、自分自身の人生、それから周辺に対しても、そして、この世界に対してもいろいろなことが変わるようになります。天国に用に突き進む場合もあるし、逆にすべてが地獄のようになる場合もあるわけです。避けて通れない不幸という形がある中で、それをどのように見るのか、不幸を見る目というのは、結局、人生を左右してしまうものです。

今日の聖書の箇所を見ますと、イエス様が道を通りかかっていらっしゃるときに、生まれつき目の見えない盲目の人と会うようになりました。そのときに同行していた弟子たちがイエス様に質問したわけです。「イエス様、この人が生まれつき目が見えない、つまり、不幸な存在として生まれるようになったことは、彼の両親の罪のためでしょうか。彼自身の罪のためにこうなってしまったのでしょうか」と聞きました。それは真剣な難しい質問ではなくて、彼らにとっては当たり前にどちらかの一つだと思っていたのです。そうでなければ、こんな不幸というものはなかったでしょうという思いで、普通に聞いたわけです。だから、普通に「両親の罪のためですよ」あるいは「彼が悪いからですよ」という返事が来ると思っていたのですが、イエス様は意外に、今まで聞いたことがない答えを述べるわけです両親の罪のためではなく、自分の罪のためでもなく、これは神がなさること、神のわざがこれをとおして彼に現れるためなのです。そのためにある不幸というものなのだとおっしゃったわけです。同じ不幸の形を見ていても、見る目が全然違うでしょう。そのあとイエス様は、つばきと土を混ぜて泥を作って、目が見えない人の目にそれをつけました。そして、シロアムという池に行って、それを洗ってきなさいと言いました。シロアムは、「遣わされた者」という意味があります。それが結局、キリストを意味するわけです。そして、泥を作って目につけたというのは、いろいろな解釈がありますが、イエス様がその人のために十字架で苦しめられる、結局死なれるイエス様の受難のことを象徴的に現すものだという解釈がほとんどです。イエス様の十字架の苦しみは、いま彼はよくわかっていません。けれども、それがただの理論ではなくて、彼自身のものになります。彼が盲目という、今まで不幸だと思っていたそれがイエス様の十字架とくっつく材料になったのです。個人的なものです。十字架の救いのあがないというものは。教会に通うから、聖書に書いてある先生がメッセージを通して語る内容ではなくて、自分のものだという教えのようなものなのです。シロアム、結局、キリストを通してそれがすべて現れて見えるようになったという話です。
私たちに様々な形の不幸がありますが、その不幸をどのように見るのか。今まで私たちはどのように見てきたのか。まるで弟子たちのような見方しかなかったと思います。今も世の中ではそのような見解しかありません。ですから、様々な形の不幸、特に目に見える、私たちが不幸だと思うような不幸に対して、どのような目で見るのかというと、だれのせいなのかという責任の所在にこだわり、それを追及して行く見方をしているのです。だれのせいなのか。何のゆえにそうなってしまったのか。いつも不幸という形を見るときに、かわいそうで辛く大変でしょうけれども、それを見たときに、両親の罪のためでしょうか、自分の罪のためでしょうか。何かの出来事のゆえに、何かの事件のことで、そうなってしまったので、何かの事件のせいなのですよ。交通事故のせいなのですよ。戦争のせいなのですよ。政治の過ちのせいなのですよ。泥棒が入ったせいなのですよ。そのような見方をして、その部分にこだわるようになります。あるいは、環境があまり良くないので、周りに悪い友達ばかりだったので、詐欺師ばかりだったのでそうなるしかありませんでしたよ。環境が悪いから、水道も電気も通らないし、そういう環境だったので。学校もない教育もない環境だったので。親が愛情を注ぐようなところではなく、ものすごく険しい環境だったのでそうなるしかありませんでしたと、環境のせいにしてしまいます。様々な形の不幸を見て。
それから、一番徹底的なのは、今日、弟子たちが当たり前に思っていたように、人のせいにしてしまいます。まず両親を含めて、周りの誰か、他人のせいにしてしまいます。だれかがいじめたからそうなってしまいました。昨日も非行に走る少年の数はどんどん減って入るのですが、少年院に入ってまた出て再非行に走る割合はどんどん増えていて、それに対していろいろな理由を取り上げている話を聞きました。結局、周りの友達を断ち切ることができない。そして、自分が学校に通っていたときに、周りから無視され、いじめられたということで、結局、自分が認められない。だから、認められるために一番最初にやりだしたのが非行だったみたいです。大体そういう感じです。でも、周りの人たちを見たときに、非行に走っている青少年を見て、そのように誰も見ていません。悪いと思うだけです。でも、とにかく本人も無視されているから、いじめられているから、両親がかまってくれないから、両親が何かの病気になっていたので、両親が離婚してしまったのでというような他人のせいにしてしまいます。どこか責任の所在を追及して、それにけじめをつけないといけないという感じになっています。あるいは、自分自身、本人のせいにしてしまうのです。弟子たちが失望していたように、私が悪かったので、私がこうしたので、私が頭が悪いから、私の性格が悪いから、私はブスだったから、私はあまり勉強ができないからと、いろいろな自分のせいにしてしまいます。もちろん、その話が真っ赤な嘘ではありません。すべてほぼ99.9%は事実です。けれども、様々な形の不幸を見たときに、そのように責任の所在にこだわるようになった場合には、結局、それが事実であれ、すべてが本当だったとしても、不幸から逃れて不幸を断ち切ることはできません。逆に不幸の連鎖に走るようになります。また違う不幸に走り、違う形の不幸を招いてしまう結果になります。だれも不幸になることは望んでいないでしょうけれども、そうなるしかありません。
その結果、弟子たちのように、いま目が見えない障害という不幸を抱えている者は不幸で、そういう形がない者はそうではないという比較意識と差別意識に走るようになります。不幸の連鎖です。それから、その不幸の形の人を見て、かわいそう、悪いと、さばいてしまう批判の方に走るようになるしかありません。人種差別というのも、結局、一番根っこのほうには、肌色が違う存在として生まれたこと自体が不幸だと見ているのです。だから、肌色の違う自分はその人とは違うという意識、結局、人間と人間との間に差別意識が生まれるようになります。それが様々なトラブルや戦争にまで発展して行くようになりますが、それがまた違う不幸を生みだしたり、不幸の連鎖になるしかないでしょう。

それから、不幸を患うようになって、それがとにかく誰かの何かのせいだと思う限り、それに対しての恨みつらみ憎しみなどを持つようになるしかありません。それが復讐をまた呼ぶようになります。復讐にも様々な形がありますが、とにかく何一つ役に立たない感情に駆られて、そのような行動、方向に走るようになります。そして、何より心を痛めるのは、様々な形の不幸が何かの誰かのせいだと思うと、特に自分のせいだと思うと、自分自身を虐待する方向に行きます。不幸の連鎖です。嘘ではありませんが、不幸を見る目が、責任の所在、何かのせいということにこだわってしまうと、自己虐待の方に走るようになり、それが自分自身を追い詰めて、だんだん精神的な辛い思いをするようになります。あるいは、何事でも責任を負うことを嫌い、責任回避の方向に行ってしまい、人間関係、社会性に欠けてしまう人間に成長して行くようになるしかありません。だれかのせい、何かのせいにしている限りは、自己弁護の方に走るし、ときには宿命的にそれを受け入れてすべてあきらめてしまうようなケースもあります。それがちょっと行き過ぎてしまうと、結局、自分で自分のいのちを断ってしまうところまで行くようになるでしょう。いろいろなより悲しい方向にどんどん追い込まれていくようになります。不幸というものは、避けて通れるものではありません。しかし、問題は、その不幸を経験したとき、見たときに、それをどのように見るのかによって、どうなるかが変わるのです。責任の所在、だれかのせいということにこだわってしまうと意識しているか、無意識の中であっても、とにかく違う不幸をまた招いてしまいます。不幸の連鎖というものを、ぜひ覚えていてください。そうすると何より社会すべてに壁を作るようになるし、人と人との間に壁を作るようになるし、結局、自分自身で閉じこもってしまうようになります。あるいは、他の人をつぶして行かないといけません。しかし、だれかのせい、何かのせいというものが嘘ではない事実であっても、それは人間の限界による過ちです。実は、どんなに優れた賢い人間であっても、そのすべての不幸やいろいろな形の中で霊的なことがまったく分かっていないまま、霊的無知な状態ですべて自分で勝手に判断した結果です。本当のことはよくわかっていないまま。だから、不幸というものがあれば、とにかくこの不幸をなくさないといけないという方向に一生懸命走るようになりますが、でも、実際にはそうならないのです。これが今まで私たちが避けて通れない様々な不幸がある中で、世の中で一緒に持っていた見解、不幸を見る目だったのです。しかし、それに対して、それがごく自然でそれしかない、当たり前だと思っていたのですが、イエス様のお話は違います。つまり、神様の意見はまったく違うのです。なぜなのでしょうか。

神様はこの不幸の震源地がどこなのかご存知の唯一の方なのです。それが生まれたときの障害であれ、事故による不幸であれ、あるいは周りからいじめられた不幸であれ、家庭環境による不幸であれ、どんな不幸であれ、それが不幸ではなくて震源地というものがあるわけです。それが神のかたちに造られたたましいのある霊的な存在だった人間が、罪によってその神様を離れることになったところにあったのです。そこが不幸の震源地なのです。根っこからもう切られてしまいました。なぜそうなってしまったのでしょうか。それは神様を否定する不信仰という罪を犯してしまったからです。道徳的な罪ではありません。その罪というものが不幸の震源地です。残念ながら認めたくないでしょうけれども、生まれながらあなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる悪魔、サタンという目に見えない人を滅ぼそうとしているサタンの奴隷になってしまいました。これが不幸の震源地なのです。だれもわかっていません。どこに行っても教えてもらえないものなのです。神様だけがご存知の内容です。神様は、人間の様々な不幸をご存知であり、その震源地をわかっていらっしゃるので、神様だけがご存知であるのが何かといいますと、人間の不幸というものは絶対に人間自分で解決することができない、解決不可能な不幸なのだということを神様だけがご存知なのです。どんな形の不幸であれ。ときには、その不幸がまた連鎖になり、依存症や中毒などに走るようになるのです。だれかのせいという責任の所在の方にこだわってしまうと、不幸の連鎖にはまり、最終的には依存症や自殺の方に行くしかないのです。神様は、そのように見ていらっしゃいません。震源地がわかって、人間の不幸がただ私たちが見ている不幸ではなくて、霊的な問題だということをご存知なので、絶対に解決不可能な不幸であることを神様はご存知なのです。そして、神様は、そのような不幸な人間、また自分でその不幸から抜け出すことができない人間を愛して、そのまま捨てられませんでした。そのまま人間を不幸の中にほったらかしにすることがなかったのです。そういうことができませんでした。神は愛の神様ですから。ですから、人間がまったく見向きもしないで、そういうことができない不幸のどん底に溺れていたときに、一方的に神様がその不幸全部を壊して本物の幸せを与えることを約束されたのです。だれかのせい、何かのせいとおっしゃる前に、それはもう意味を失うわけです。絶対不可能な震源地がわかったときには、だれかのせい、何かのせいというのは意味がないわけです。
前にもお話ししたように、今は牧師になっているのですが、毎日お酒におぼれて暴力を振るい、夫婦喧嘩で家具がすべて壊れるほどの怖い思いをしながら子どもの時期を過ごしてきた人が、これは良心のせい、アルコールのせいだと思っていたので、加害者、被害者という意識があったのですが、この震源地が何か分かったときに、本当に悪魔の奴隷であり、悪魔のしわざであったと分かったときに、加害者はいなくなり被害者しか残っていなかったというお証しを聞きました。神様はそれをご存知の神様なのです。それでまことの幸せを約束されました。これが神様の御心であり、神のみ旨なのです。その約束がキリストです。キリストだけが、神様と出会う道であり、キリストだけが不幸の震源地である罪をきよめて悪魔の頭を踏み砕いて勝利できる唯一の方なのです。その約束が成就されました。それが神様の意地です。成就されました。それでキリストが約束通りに、この不幸の中にいる私たちをそこから引き上げて、まことの幸せなものにするためにこの世に来られました。その方がイエス様です。イエス様がそのことのために、つまり、救いのために、このどうにもならない私たちの身代わりとして十字架で血を流されて犠牲のいけにえとなられました。そこですべてを完了したと宣言し、本当にまことにしあわせになるすべてを成し遂げられたわけです。イエス様がそのキリストだったのです。神様はそのようになさいました。様々な形の不幸がありますが、その不幸を見る目が違います。神様の見る見方は違うのです。それはもはや不幸ではありません。それは神様のわざを現すためにあるものです。神様のわざは何でしょうか。

様々な不幸の形、親から虐待された、障害を抱えた、精神的な病気を患った、いじめられた、どん底に引き落とされました、様々な不幸がありますが、その不幸をとおして人生、人間そのものに、完璧に絶望するようにすることが神のみわざです。世の中では生まれたときから、サタンによる世の流れというものがあるので、人間は最高だ、人は無限の可能性を抱えて生まれた、頑張ればできるということばかり教えられてきて嘘に固まっているのです。それが全部壊れて、「神様、私は罪人です。私は何もできません。私には希望がありません。完璧に絶望してもらうために許されているものが不幸なのです。そして、世の中のどこを見ても、だれを見ても、何を見ても、世の中には希望がないということに気づいてもらうために、そして、だから神様がおまえのことを愛して、おまえのために神様がキリストを送ってくださったのです。つまり、不幸は神のわざを現すためなのですが、その神のわざは完璧な絶望の上に、キリストだけが希望なのです。キリストだけが絶対的に必要なのです。イエス様こそそのキリストだということがわかって信じてもらうためにあるものです。これが神のわざです。イエス・キリストが十字架で死なれました。それが実は自分のためなのです。自分の不幸のためにあったものなのです。いじめられて精神的に患い、虐待されてこんな苦しい思いをして非行に走るようになり、様々な暗い辛い思いをするようになったということは、実はキリスト、イエスの十字架、その救いのみわざが自分のためなのだということをリアルに知ってもらうためにあるものなのです。何にも問題がなければ幸せになるだろうと皆思うのですが、何も問題のない人間もいないし、そうなることが幸せではありません。イエスがキリストだ。キリストが絶対的に私には必要だ。それでまるで泥をつけられた盲目の人のように、十字架が本当に空想話のような頭の中の理論ではなくて、教会のキャッチコピーのようなものではなくて自分のものなのだと十字架が個人化されること、これが神様のわざです。神のわざを現すための材料なのです。不幸というものは。もはや神様がすべてご存知のうえでキリスト、イエスを十字架に引き渡されたので、このイエスをだれでもどんな人間でも信じる者は救われます。義人は信仰によって生きる。この信仰によって生きるという世の中では例を見ることができない不思議な法則なのです。因果応報に固まっているこの世の中では理解できない信仰によって生きるという神のわざを現すために許されているものが不幸なのです。
そして、最後に、この不幸は神のわざを現すことなのですが、その不幸を患う当事者に神のわざがあって、それをとおして救いの連鎖に走ってもらうためにあるものなのです。この救いの祝福が連鎖反応を起こすようになります。神のわざが現れたその人は、わかります。なるほど、自分のように同じ不幸を患っていていまだに何かのせい、だれかのせいということに捕らわれて苦労している人々を見て、その人もこのすばらしい神の愛、救いの祝福に預かるようにという思いになるのです。だから、当たり前に救いの連鎖本能が起きるのです。それが神のわざです。同じ不幸を患うものを助けるための神のわざが現れるために不幸というものがあったのです。見方がまったく違うのではないでしょうか。ですから、クリスチャンの私たちは、形がどんな形であれ、その不幸に対してこのような結論をしっかりと出して動かしてはいけません。
不幸はもはや不幸ではありません。当たり前に不幸だと思っているから、だれかのせい、何かのせいというところ、責任の所在を追及して行くようになるでしょう。不幸でなければそんな必要はないのではないでしょうか。自分自身を虐待して自分はだめだと思いながら周りのせいにして周りを憎んだり恨んだりそうする必要がありません。不幸はもはや不幸ではありません。ですから、間違っているアプローチを全部断ち切るようにしましょう。間違っているアプローチは、だれかのせい、何かのせいというものです。その結果、生まれて心の中に刻みこまれた傷、憎しみ、否定的な様々な感情などは全部捨てるようにしましょう。不幸を正しく見るとそうなります。不幸を患うその当時は辛いいろいろなことがあります。だから、不幸だと皆思うようになりました。家族の間でいじめられる。奴隷として売られた人間もいます。濡れ衣を着せられたときもありました。それ自体は辛いでしょう。でも彼らはそれを不幸だと見ていません。だから、それが傷になり否定的な自画像を作るものにはなりませんでした。そういうことを自分の心に許さなかったのです。もしそうなっていたとしてもみことばを握って宣言してください。不幸は不幸ではない。だれかのせい、何かのせいでもない。今まで見事に悪魔にだまされていたのだ。神の愛、キリストのは他には道はない。だから、否定的な自画像などは全部捨てるようにしましょう。不幸は、まことの救いのためのプロセスです。その不幸のゆえに神のまことの愛を見上げるようになり、それに気づくようになりました。イエス・キリストに気づくようになりました。キリストの他には希望がない。人間にも環境にも、この社会システムにも希望があるわけではありません。それによって左右されないように。キリストだけが希望です。イエスがそのキリストです。そして、今までこれだあれだと捕らわれていたすべてから自由になって信仰によって生きるということは自由なのです。なにものにもこだわる必要がありません。引っかかる理由がありません。信仰によるまことの自由、それを味わうためです。だから、不幸というのはまことのいのちの救いのためになくてはいけないものだったのです。必修だったのです。そのように整理し直していただきたいと思います。だから、不幸というものは、クリスチャンの心の中では感謝として整理されて告白するようにならないといけません。不幸は必要だったのであるべくしてあったものなのです。なんでこんなことがあったのか、ではなくて、必修だったのです。事故に遭ったでしょうか。必修だったわけです。虐待にあったでしょうか。いじめにあったでしょうか。必修だったのです。前にもお話ししたように、人生が何なのか、勉強してもらうために必要なプロセスでした。それがなかったら本当の幸せ、本当のいのちの祝福などは気づくことがあったのでしょうか。だから、感謝するわけです。不幸は感謝の材料です。それをただ聞いただけではなくて、まず自分の不幸に照らし合わせて、じっくりと考えてみてください。過去にあった自分では不幸としか言うことができない何かがあったでしょう。それに照らし合わせて考えてみてください。それが必修で本当に感謝だと告白できるまで、今現在ある不幸でも同じです。ましてや今ある不幸だと思う内容は、トンデモありません。不幸ではありません。私たちが救われる以前にあった不幸も感謝で必修であれば、今は話がまったく違います。

それから、最後に、この不幸の見方を、皆さんのまわりの人々、他人の不幸を見るときに、そのような目で見てください。神が、神のわざを現そうとしていらっしゃる、それを握って祈って挑戦してください。神様は、その人を用いられるでしょう。その人の能力と関係なく、神様は神のわざを増して行かれるでしょう。見方を変えてまずは自分自身の不幸にぜひ適用して、皆さんの不幸がお証しになるようにしましょう。その不幸が感謝の告白の材料になるように祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。神様を離れて霊的な無知な状態であったので、不幸を見る目も曲がっていて、見事にサタンに捕らわれ、傷や否定的な自画像、様々な壊れた感情な度に捕らわれて苦労していました。みことばをとおして、不幸は必修であり、神のわざが現われるためのものであったから感謝であるということを確認して、それぞれが自分の不幸に適用し、他人の不幸にもそのような見方をもって見ることができるように、伝道者として残りの生涯を歩いて行けるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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